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序

私達がふだんなにげなく行なっている習慣や、使っている道具などの中には、驚 くほど

長い歴史をもつものがあります。このような先人達の知恵と努力の積み重ねによって、私

達は現在の豊かで便利な暮しを営むことができます。この先人達の残した足跡が、歴史と

して大地に刻み込まれたものが埋蔵文化財と呼ばれるものです。小矢都市は、県内届指の

遺跡の密集地として知られており、とくに小矢部川左岸丘陵沿いにこのような埋蔵文化財

が数多く存在し、私達に当時の人々の生活を生き生きと語 りかけてくれます。これは私達

の誇 りであり、その大切さを自覚し、守 り、後世に伝えてゆくことが私達に課された重大

な任務であることはいうまでもありません。

しかし、昨今の大規模開発に伴ない、全国的に多くの遺跡が失われつつあります。遺跡

の破壊は、いい換えれば私達の歴史の破壊にほかなりません。過去の歴史をふまえながら

新たな一歩を踏み出してこそ真の発展につながるものと考えます。「覆水盆に返らず」と

申しますが、一度掘 りかえされた遺跡は、決してもとにもどすことはできません。私達は、

そのことをよく自覚した上で、今後の開発と私達が進むべき方向を考えてゆかなければな

りません。本書にまとめられた成果が、少しでもお役に立つことができれば幸いに存じま

す。

最後に、調査を行なうにあたりまして、多くのご理解とご協力をいただきました地元の方

々をはじめ関係諸機関に対して、深 く感謝いたしますとともに、今後ともよリー層のご助

力を賜わりますようお願い申し上げます。

1984=午 3月 31日

小矢都市教育委員会

教育長  山  崎 士
心厚
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1.本書は1983(昭 和58)年 度小矢部市城山都市下水路新設工事に先立って、小矢部市教

育委員会が実施 した桜 1町遺跡 (小矢都市桜町字産田所在)発掘調査の成果をまとめたもので

ある。

2.調 査は小矢都市教育委員会社会教育課主事伊藤隆二、同嘱託高木場万里が担当した。

3.出 土遺物の整理、実測、整図、写真撮影及び本書の編集は伊藤・高木場がおこなった。

4.本 文執筆の分担は次のとお りである。第 I章伊藤、第H章-1伊藤、 2・ 3高木場、

第Ⅲ章高木場、第Ⅳ章-1・ 4伊藤、 2。 3・ 5高木場、第 V章 -1伊藤、 2・ 3高木場

5,註 および参考文献は本文の後に一括 し、本文中ではその番号のみを記 した。

6.出 土遺物について、富山県埋蔵文化財センター文化財保護主事酒井重洋氏、宮田進一

氏より有益かつ適切なご助言、ご教示 をいただいた。記 して謝意を表 したい。

例

第Ⅳ章 遺 物…………中……Ⅲ…Ⅲ…………・15 註・参考文献……………………………………26

1 須恵器・土師器…………………15

目

第 I章 遺跡の位置 と歴史的環境…………… 1

第H章 調査の概要…………………………… 5

1 調査に至る経過………………… 5

2 昭和57年度の調査……………… 6

3 昭和58年度の調査……………… 6 第V章

第Ⅲ章 層位 と遺構…………………………… 9

1 層 位…………………………… 9

2 遺 構……………………………10

挿   図   目

第 1図  小矢部市の位置……………………… 1 第 9図

第 2図 市内の遺跡分布……………………… 3 第10図

第 3図 城山都市下水路の位置……………… 5 第11図

第 4図  調査位置と周辺の地形……………… 7 第12図

第 5図 昭和57年度調査区出土土器 …̈……… 8 第13図

第 6図  層 位…………………………………… 9 第14図

第 7図 遺 構…………………………………11 第15図

第 8図  1区～ 8区の遺構……………………13

次

2 珠洲焼・土師質土器・土錘……17

3 銅 銭……………………………19

4 木製品……………………………19

5 石製品……………………………19

まとめ…………………………………23

1 出土須恵器 と生産地……………23

2 中世以降の遺物…………………23

3 遺物の分布 と遺構の所属時期…25

次

井戸及び付属施設……………………14

須恵器・土師器・上師質土器・土錘 …16

珠洲焼…………………………………18

銅 銭 …………………………………19

木製品・石製品………………………20

石製品…………………………………21

14～ 49区の遺物介布…………………24

次

遺 物(1)須 恵器・土師器・土師質土

器・土錘
遺 物(21 珠洲焼
遺 物(31 木製品
遺 靱 4)石製片口鉢・石臼

版図 目

図版 6

図版 7

図版 8

図版 9

図版 1 空中写真
図版 2 調査区(1)調査前
図版 3 調査区切 試掘調査完了後
図版 4 遺 構(1)1～ 8区の遺構・14～ 48区

の遺構
図版 5 遺 構(劾 井戸(SEl)及び石製片口

鉢出土状態・井戸付属施設
(sK2)



第 I章 遺跡の位置と歴史的環境

散居村 として著名な砺波平野は、富山県西南部をしめ

る。小矢部市はその北西隅に位置し、旧西砺波郡石動町

及び同砺中町が日召和37年に合併 してできた、県内九市中

最 も新 しい市である。市名 ともなった小矢部川は市内中

央を南北に貫流し、市域 を東西に 2分 している。この左

岸西・南部にはそれぞれ、砺波丘陵、蟹谷丘陵 と称される

標高200～ 300mの 低丘陵がひかえている。この一帯は県

内でも遺跡集中度の高い地域 として以前より知 られると
第 1図  小矢都市の位置

ころであるが、昭和54年度より実施 している遺跡詳細分
(1)

布調査によりさらに遺跡数は増加 し、現在160余ケ所を数えるに至っている。ことに古代・

中世のそれについては、旧来の認識を一新させ るものがある。桜町遺跡は他の松永遺跡、

福田遺跡、棚田遺跡などともに、この調査によって発見された該期の大遺跡である。

古代利波郡の研究は、今まで、主 として庄川右岸 とその周辺の地域に視点がしばられて

お り、当市域はやや等閑視 されるきらいがあった。しかし、これら発見された遺跡がこの

問題についても、今後貴重な資料を提供 して くれることは疑いない。ことに利波郡 (評)衛 、

骸)

越中最初の坂本駅、越の二関のひとつ砺波関などが、この遺跡群とどのような係りをもつ

のか注目されるところである。

これら遺跡群は中世に至っても、そのまま奈良・平安時代の遺跡 と重な り合 うことが分

く、以後継続して営まれていたことをしめしている。小矢部川左岸のこの一帯に所在する

ことが知 られている古代 。中世の荘園に、蟹谷庄、松永荘、埴生保、宮鳴保があるが、そ

の中核的遺跡として、蟹谷庄は向島遺跡、末友遺跡及び平田 。藤ノ森遺跡が、松永荘は松

永遺跡、松尾遺跡などが、埴生保には北反嵌遺跡、埴生南遺跡などが、さらに宮嶋保には

桜町遺跡などがそれぞれ推定されるのである。

さてここで桜町遺跡とその周辺の遺跡についてふれておきたい。遺跡は市内北方、小矢

部川と子撫川の合流′ミ付近の子撫川右岸、低段丘上に位置する。城山北西麓谷部より平野

部に向い広がっており、その範囲は東西約 l km、 南北約0.8kmに 及ぶ。その営まれた時間幅

もまた長 く、組文時代前期～晩期、弥生・古墳時代～奈良・平安時代、中近世に及んでい
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る。周辺には縄文時代前期 とされ る宮中遺跡ほか、屋波遺跡、屋波牧南遺跡な どが、背後
修)

の丘陵には天狗 山古墳群 、桜町横穴墓群がある。子撫川を隔てた対岸の田川地 内は圃場整

備以前、条里型地割 りを比較的良好に残 した地域 として も知 られている。

なお、当遺跡は国道 8号小矢部バ イパス建設に伴 い昭和55年 よ り発掘調査が実施 されて
い)

いるが、
漸

和58年度 までの調査 で、奈良時代及び中世 の集落跡、近世 の生活実態 を示す大

量の木製品な どが発掘 されている。

桜町遺跡

桜町横穴墓群

天狗山古墳群

宮中遺跡

屋波牧遺跡

屋波牧南遺跡

屋波牧古墳群

今石動城跡

後谷古墳群

道坪野遺跡

峰坪野遺跡

下川原遺跡

野端古墳群

高野山古墳群

綾子遺跡

野端将軍塚古墳

大勢町遺跡

北反畝遺跡

八俵西遺跡

谷内窯跡群

谷内 I遺跡

谷内古墳群

柿ノ木平古墳群

谷内II遺跡

柿ノ木平遺跡

埴生五俵刈遺跡

埴生上野遺跡

若宮古墳

埴生南遺跡

石坂アブラキ遺跡

関野古墳群

葵塚・巴塚古墳群

関野遺跡

西蓮沼窯跡

蓮沼新提窯跡

山王奥窯跡

長窯跡群

松永窯跡群

鉢巻山山麓遺跡

山王遺跡

松永遺跡

日の宮・道林寺遺跡

竹倉島遺跡

福田遺跡

新行寺東遺跡

新行寺西遺跡

新行寺南遺跡

松尾遺跡

松尾談議所遺跡

北一北遺跡

北一墳墓群

北一 v遺跡

小谷山遺跡

北一Ⅵ遺跡

五郎丸束遺跡

入講田遺跡

棚田遺跡

未友遺跡

向島遺跡

勝興寺安養坊遺跡

臼谷竹屋橋H遺跡

臼谷竹屋橋 I遺跡

臼谷八幡宮遺跡

臼谷岡ノ城北遺跡

臼谷岡村遺跡

臼谷栃分 I遺跡

臼谷栃分H遺跡

臼谷岡ノ城遺跡

臼谷西 I遺跡

臼谷西H遺跡

臼谷念仏湯遺跡

臼谷山田遺跡

小白山山麓遺跡

末友南遺跡

75.平桜岡山窯跡群

76.平桜川東遺跡

77.小森谷遺跡

78.平田・藤ノ森遺跡

79,杉谷内H遺跡

80 藤ノ森晩手山遺跡

81 カネタタキ山遺跡

82.杉谷内ⅡI遺跡

83.杉谷内床ノ山遺跡

84 杉谷内 I遺跡

85 名畑城跡

86 杉谷内Ⅳ遺跡

87.興法寺戸久遺跡

88.戸 久遺跡

89 頭無 I・ H遺跡

90 安養寺遺跡

91 浅地遺跡

92.西法寺山遺跡

93.御坊様Ш遺跡

94 浅地古村遺跡

95,競馬山遺跡

96.ズンデ山古墳

97.ズンデ山遺跡

98 浅地神明社前遺跡

99 浄土寺山遺跡

100高 木山遺跡

101高 木遺跡

102蓑輪遺跡

103蓑輪西遺跡

104奏輪大将軍遺跡

105蓑輪大将軍古墳群

106興法寺遺跡

107興法寺頭振遺跡

108興法寺丸山遺跡

109興法寺丸山古墳群

地
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第H章 調 査 の 概 要

I.調査に至る経過

城山者Б市下水路埋設工事は市内西町を起点に、昭和59年完成を目指 し、昭和52年に着工

した。終点は一級河川子撫川で総延長2,502mに 及ぶ (第 3図 )。

旧石動地区は、近年市街化が急速に進行 し、背後の丘陵地は切 り開かれ宅地化されつつ

ある。これにより従来道路側濤や小水路によっておこなわれていた排水、ことに自然環境

の急激な変化によって生じる大量の雨水の処理が追いつかず、豪雨時にはたびたび浸水が

発生していた。当該事業は、主としてこの問題を解決するため計画されたものである。

工事区域が、市街地及び既設の道路下 となる場合が多いため、全延長の約60%は 地中で

管を押し進める推進工法により行なわれている。管が地下120cm以 下に埋設されるため、

遺跡所在地にあってもこの工法によれば、直接遺跡に影響が及ぶ面積はごく少ない。しか

しながら市街地をはずれた水田地帯でこれは開削工法に切 りかえられ、管の埋設位置すべ

てが開かれることになる。昭和57年・58年度の工事は桜町遺跡の所在する桜町字産田地内

でこの開削工法により実施されることにな

り、これにより延長約350mに わた り遺跡

に直接影響が及ぶこととなったのである。

昭和56年、事業主体である市都市計画課

(昭和59年度より下水道課)と 市教育委員会

社会教育課 との間で事前協議がもたれ、市

都市計画課の費用負担で 2カ 年にわたり発

掘調査 を実施することが決まったのである。

昭和57年 には主要地方道小矢部伏木港線

及び国道 8号小矢部バイパス予定地の一部

を含め、1,700∬余 りを、昭和58年度には、

都市下水路部分のみ440∬ を対象 として発

掘調査 を実施 した。

第 3図 城山都市下水路の位置 (1/5000)
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2.昭 和57年度の調査

桜町遺跡 (産日地区)に おける既応の調査 としては、57年度に主要地方道小矢部伏木港線

から国道 8号小矢部バイパス建設予定路線にいたるまでの約200mを対象 として、試掘調査

および本調査を行なっている。

試掘調査は、同年 7月 23日 から8月 21日 にかけて実施 した。調査は南北をY軸、東西を

X軸 とする座標にあわせて、南北 2m、 東西 5mの試掘 トレンチを10mご とに25カ 所設定

して行なった。試掘調査の結果に基づ き、同年 10月 1日 から12月 22日 まで延57日 間にわた

り、調査対象区の北半部、約1,786∬ の全面発掘調査 を実施 した。調査の結果、掘立柱建物

2棟、柱穴群、濤、土拡などの遺構 を検出し、遺物では、責白色粘質上の良好な遺物包含

層を確認することができ、弥生時代から近世にいたるまでの上器類や、石器類、銅銭、煙

管などが出土 した。

57年度調査により出土した土器のうち主なものを第 5図 にあげた。この調査では、遺物

のほとんどが包含層か ら出土 したものであり、遺構に伴 うものはごくわずかである。また

小破片が夕く、土師器などは磨耗が激しく、器面の調整などは不明なものが多い。

1～ 7 弥生時代後期から古墳時代初頭にかけてのもので、その出土地点が調査区南に

限られるような傾向がみられる。遺構に伴 うものはな く、すべて包含層からの出土である。

8～ 10 壺・小型九底壷 。高杯があり、図示できなかったが、高杯脚部は中膨みの筒部

が急に届折するもの、ラッパ状のものがある。古墳時代の上師器 としては、市内道林寺 I遺
(7)              (8)

跡、竹倉島遺跡などが知 られるが今回出上のものはそれらに先行するものである。

11～ 19、 11・ 12は 内面にかえりをもつ。13。 14は端部が短か く下方にふ くらむ。15は 天

井部は丸 く口縁部 との境いに段 をもち、端部は下方へおれる。16は低 くつぶれた高台をも

つ。17・ 18は底部が平坦で口縁部が17は 直線的にのび、18は 外反する。19は 長頸瓶、高台

に穴をもつ。 7世紀後半から8世紀 と考えられる。

20・ 21 20は長胴甕。21は蝸。同一個体ではないが把っ手 も出土 している。

22・ 23 珠洲焼。 22は 底面に静止糸切 り痕 を残す。

24。 25 土師質の小皿で口縁部が比較的急角度で立ち上が り外反する。

3。 昭和58年度の調査

58年度調査は、国道 8号小矢部バイパス建設予定路線か ら、子撫川旧右岸段丘北端 まで

の約440∬ を対象 とした。

桜町遺跡の調査にあたっては、磁北を基準 として南北をY軸、東西をX軸 として遺跡全
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体を覆うことのできる座標を設定している。

今回の調査区はX66～ 68、 Y85～ 91の地点に

あたるが、調査区が幅約 4m、 長さ約110m、

と長いために、調査にあたっては下水路セン

ターラインを利用して独自のグリットを設定

した。

同年 8月 2日 から8月 13日 まで試掘調査を

実施 した。下水路西脇にそって10mご とに 2

×4mの トレンチを設定し、北端段丘上では

遺構 。遺物の存在する可能性が高いと考えら

れ兇ので、トレンチの間隔を密にした。

試掘調査の結果に基づ き、調査区をバイパ

ス予定路線以北、段丘北端標高26.5mの等高

線より内恨1に 設定 し、引き続き同年 8月 18日

から11月 7日 まで発掘調査 を実施 した。調査

区を北から2mご とに区切 り1～48区 とした。

うち 9～ 13区は試掘調査の結果から調査対象

区外 とした。

調査の結果、遺構は 1～ 8区では柱穴、井

戸、濤、土拡などを確認し、14～ 48区 におい

ても多数の柱穴を確認した。遺物は 1～ 8区

では土器類の出上が少な く、井戸の中から木

製品、石製品が出上し、土拡からも石製品が

出土 した。14～ 48区では、全域にわたって須

恵器、土師器、珠洲焼などの上器類が多数出

土し、その分布状況は第15図に示 した通 りで

ある。また柱穴に伴って土師質の小皿が 1点

出上 した。

57年度において確認 した遺物包含層は、今

回の調査では確認できなかった。 第 4図 調査位置 と周辺の地形 (1/2500)

-7-



凋 ~~R3
/_

(7ヒ
彪

座 <≡ ≡ 電 望 型 里 皇 x12

~~魚当し13

＼＼ヽ
==三 L菖こ

=う

π2互

9
第5図 昭和57年度調査区出土土器(一部)1/4

-3-



第H章 層 位 遺 構

I.層位

今回の調査区は、調査以前には 1～ 8区は畑、14～ 48区 は水田であった。

8区のうち 5区以南はかつて水田であったものと思われ、標高26.5mを 境 と

下の層位が多少異なる (第 6図 )。

W                                                 (分

4区断面図  ①暗茶褐色土 ②明茶褐色土 ③黄褐色土 ④青灰色砂質土 ⑤黒褐色土
⑥黄褐色粘質土 ⑦黄白色粘質土

しかし、 1～

して第H層以

E

-265m

6区断面図  ①暗茶褐色土 ②暗茶灰色土 ③赤褐色粘質上 (床土)④ 茶褐色砂質土 ⑤黒灰色粘質土

⑥灰褐色粘質土 ⑦責白色粘質土

36

1

35区 ～40区 LIf面 図  ①暗灰色土 ②荼灰色土 (床土)③ F苦黄灰色土 ①黄灰色土 ⑤黒灰色粘質土 ⑥淡黒灰色粘質土

第 6図 層   位
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1～ 4区の層位 (4区断面図)は 、第 I層暗茶褐色上、第H層黒褐色土、第Ⅲ層責褐色粘質

土、第Ⅳ層責白色砂質土 (やや粘質をおびる)である。第 I～ Ⅲ層の堆積は水平ではなく、

かなり複雑に入り組んだ状態を示しており、第 I層には明茶褐色上、黄褐色土、青灰色砂

質土層などがブロック状に含まれる。

5～ 8区の層位 (6区断面図)は 、第 I層 1～ 4区 と同様、第H層暗茶灰色土、第Ⅲ層茶

褐色砂質上、第Ⅳ層灰褐色粘質土、第V層 1～ 4区の第Ⅳ層と同様である。第 I層 と第H

層は耕作上であり、第 I層 と第Ⅲ層あるいは第H層 と第Ⅲ層の間には、鉄分を多量に含む

赤褐色の粘質土 (床土)が薄 く広がる。第 I・ Ⅱ層および床土は水平な堆積状態を示すが、

第Ⅲ・Ⅳ層と第V層 の上面は複雑に入り組んでいる。

14～ 48区の層位 (35～ 40区断面図)は 、第 I層暗灰色上、第H層暗責灰色土、第Ⅲ層黒灰

色粘質土、第Ⅳ層淡黒灰色粘質上である。第 I層 と第H層の間には床上が薄 く堆積する。

堆積状態は水平であり、どの層も鉄分を含んでおり、その量は下層ほど多くなる。遺物は

第H層 と第m層の間から多く出上している。

2.遺構 (第 7図 )

確認した遺構は、1～ 8区では掘立柱建物 1棟、柱穴群、井戸 1基、濤 2本、土拡 2基、

のほか多数のピット群である。14～ 48区 では棚列 1列、柱穴群を確認した。

1～ 8区の遺構 (第 8図 )

SBI 建物の東辺と南辺の一部で南北 4間分(7.8m)、 東西 1間分(2.lm)を 確認して

おり、調査区のさらに西へ延びる。柱穴掘方は径40～ 60cmの 円形で、柱間は北より1.8・

2.1・ 1.8・ 2.lm、 東西は2.lmで ある。南北棟 とするならば磁北より若千西に傾むく。

柱穴群 SBlの ほかにも数イ固を確認したが建物が立つまでには至らなかった。

SEI(第 9図 ) 上面径17m、 深さ26mを 測る素掘 りの井戸である。断面は上部が

ゆるい傾斜をもって上に開き、底部は袋状にふくらみをもつ。底面径は60cmを 測る。井戸

内上層からは少量の上器片が出土した。また下層部には黒色の有機質土層が推積 し、石臼・

片口鉢などの石製品や曲物・著・漆器などの木製品と握 りこぶし大の石が多く出上した。

これらの出土遺物は、すべて二次的な加熱を受けた痕跡が認められる。

SDI 幅50cm前 後の東西方向の濤状遺構である。遺物の出土はみられなかった。

SD2(第 9図 ) SElと SK2を結ぶ濤である。滞幅は西側肩部がピット群によっ

て切られているが推定約60cm、 断面はU字型をなすと思われる。深さはSEl側で35Cm、 s

K2側 で55Cmを 測 り、SElか らSK2へ向って流れていたものと考えられる。埋土内か
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らは土師質土器の砕片が少量出上している。

SKI 長径2.2m前後、短径1.2m前後、深さ約20cmの楕円形の上城である。出土遺物

はな く、その性格は不明である。

SK2(第 9図 )上 面の長径 1.8m、 短径1.lm。

東西に長い小判型の土鉱である。上面より70Cm下 が

ったところで、東側に平坦面を持つ。したがって東

西の断面は階段状 をなし、壁はほぼ垂直に立つ。底 1

面での長径は80Cm、 短径は50Cm、 深さは東側の平坦

面で65Cm、 底面で1.5mを 測る。底面中央で扁平な石

を 1点検出した。土城内からの出土遺物は、石製品 2

と上層か ら珠洲焼の小破片が各々 1点 である。この

上拡は、 SD2と ともに SE llこ 付属する方色己寛とテ笠

えられ、SD2が SElか らSK2へ 向って流れて 3

いたと考えられることから、水溜施設のような機能

を想定できるが、正確な用途は不明である。

ピット群 1～ 4区に集中している。径10～ 40Cm 4

を測 り、大小さまざまな不定形なピット群である①

第 I層途中より平面プランが確認できるものもあり、

性格は不明である。集中区域が標高26.5mを境 とし 5

ており、前述した層位の境と一致する。

14～ 48区の遺構

SAI 径70Cm前後の柱穴が南北に 3穴ならぶ。 6

全長5.5m、 柱間1,7mを 測る。確認できたものは 3

穴であるが、柱穴の距離から考えるならば、北から

2穴 日と3穴 目の間にもう1穴存在すると考えられ 7

るが、後世の暗渠排水施設があり、その存在を確認

することはできなかった。

柱穴群 14～ 48区で検出した柱穴群は、その大き 8

さと埋上によって 2群に分けられる、第 1群は径50

～70Cmを 測り、埋上は白っぽい粘質上である。埋土

竜亀諄」潤
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ヾ
＼

黄自色土 (砂質) ④ 青灰色砂

青黄白色土 (砂質)⑤  暗青灰色粘土

青灰色粘土     ⑥ 青灰色粘土

第9図 井戸(SEl)及 び付属施設(SD2-SK2)(1/40)

内には土師質の上器片が混入している。 SAlの柱穴は第 1群 と同様のものである。第 2

群は18～ 25区 に集中している。径20cm前後と大きさが揃っており、ととのった円形の平面

プランをもち、垂直に掘 り込まれている。埋土は上層が小礫を多く含む荒い砂層で、周囲

は多量の鉄分を帯びる。底部に根固めのため と思われる石をもつものが 1穴、土師質の小

皿が出上したものが 1穴ある。検出した柱穴は限られた範囲でかなりの数にのぼるが、建

物が立つまでには至らなかった。第 1群 と第 2群の柱穴の間には、切 り合い関係もなく、

積極的に時期差を考えられるような根拠はみられないが、あるいは若千の時期差を考えて

みるべきかもしれない。

①

②

③

2m

-14-



第Ⅳ章 遺

調査区のほぼ全域から遺物の出土をみているが、ことに14区～48区 の包含層からの出土

が分い。白鳳、奈良、平安時代にいたる須恵器・土師器および珠洲焼が主たるものである

が、少量ながら古墳時代の須恵器・土師器が含まれ、中世以降のものとみられる土師質小

皿および土錘などもある。

1～ 8区で検出された井戸・土拡、柱穴など、遺構に伴う遺物には、石製片口鉢、石自

などの石製品、箸、曲物、漆器などの木製品、銅銭がある。

|.須恵器・土師器 (第 10図 )

須恵器には杯蓋、杯、壷、横瓶、双耳瓶、高杯、甕などがある。第10図 1は蓋 。身が逆

転する以前の蓋で 6～ 8区及び45区 出土品が接合した。直線距離で約75m離れたものであ

る。内面及び外面体部中位までナデが及ぶが天丼部はヘラ削り痕をそのままのこす。体部

と天丼部との境をなす稜は不明瞭である。日径12cm、 器高3.5Cm。 2は細片であるが、立ち

あが りをもつ杯身口縁部である。41区 より出上している。 3～ 5は 内面に身受けのかえり

を有する杯蓋で、これ以外にも数点ある。 3は 口径11.4cm、 器高2.5Cmを測り、比較的しっ

かりしたかえりをもつ。算盤珠形のつまみを付している。これ以外のもののかえりは小さ

く消失直前を思わせる。内外面ともにナデにより仕上げ、 3・ 5は天丼部に削り痕が観察

される。口径は13～ 14cm程度を測る。これらとほぼ同期に比定できる遺物 として杯10。 11

があげられる。いずれも29～ 37区の間で出上した。 6～ 9の杯蓋は8世紀中葉およびそれ

以降のものと考えられる。 6。 7は 口縁部がやや屈曲し、端部にやや内傾する面を有する

ものである。 6は天丼部に平坦面を削り出しており、体部との間に弱い稜をなす。口径12.4

cm～ 13.8cm。 これらよりやや後出のものと思われる8は全体にやや厚手のもので、口縁部

は九みをおびやや外方へ折れる。天丼部はヘラ削りのあとナデにより仕上げられる。 9も

やはり厚手で、口径16.6Cmの 大型品である。口縁部はやや強く屈曲する。 8・ 9は胎上に

比較的大粒の砂粒を含む。この他12～ 24に 示す遺物もほぼこれと同期に含まれるものが多

いと思われるが、20の 有台杯は、高台から腰を張らずに斜め上方にのびる体部をもつもの

で時期的にやや下降すると思われる。口径12.3Cm、 器高3.8Cmを 測る。27・ 28は 双耳瓶の頸

部及び耳である。耳は稜角的に仕上げら、長円形の孔が穿たれている。29は 体部が卵形を

なす瓶で、休部上半に 1～ 2条 を単位 とする沈線が 2段にひかれる。器壁は底部から上方

物
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に向い除々に厚さを減じ、頸部で最も薄 く3 mm程度となる。底部の切 り離しはするどく、

痕跡は確認できないが糸によつたものと思われる。 9世紀代に下降する時期が与えられる。

土師器には高杯脚柱部、甕などがある。35は長胴甕口縁部片である。口縁端部外面に面

を有する。体部内面に横方向の刷毛目を残している。

/ ヽ
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第10図 須恵器・土師器・土師質器・土錘 (1/4)
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2.珠 洲焼・土師質土器・土錘

珠洲焼 (第 11図 )

今回の調査において出土 した珠洲焼は、ほとんどが14～ 48区 において出土 したものであ

り、その分布状況をみると、とくに14～ 29区 に集中している (第 15図参照)。

器種は甕・壷・す り鉢の基本 3セ ットが一応揃っているようであるが、体部が大部分を

示めており、またすべてが小破片であるため、その器形全体を知 りうるものはない。

1・ 2は甕口縁部の破片であるが、ともに小破片であり、日径などは不明である。 1は

やや長めの日縁が弓なりに外反し、内外面とも横ナデによる調整を行なっている。比較的

浅めのタタキロは、頸基部からやや下がって横位に打ちはじめる。肩部には径 l Cmの円形

竹管文がスタンプされている。 2は短い口縁を頸部を押えて「く」の字に届折させ、内外

面ともに横ナデ調整を行なう。口縁端部はやや角ばる。頸基部と肩の間には稜 を生じ、比

較的シャープなタタキロは、最初からやや右下が りに打ちはじめる。口縁頂部から外面に

かけては、銀灰色のごま降灰釉をおびる。

3～ 11・ 13は甕あるいは壺体部と思われる破片である。 3～ 5は タタキロの幅が 4～ 5

mmと わりあい広 く浅い。いずれも堅 く焼き締っており、薄 くごま降灰釉をかぶっている。

6は 3～ 4 mm幅 の右下がりの斜行条線が平行して施される。10は薄い器壁に 6と 同様な斜

行条線が施されるが、幅 1～ 2 mmと 細かい端正なもので、打ち込みも鋭い。11は 細か く浅

いタタキロが横位、斜位 と不規則に重複して施され、淡灰色で焼成がやや甘い。

12はこの底部と考えられる。底径11.5Cmを 測る。底部はやや上げ底ぎみにつ くられ、器

体は底面よりややふくらみをもって立ち上がる。底面には静止糸切 り痕を残し、さらに不

規則な圧痕が重複する。器内面には幌轄による水引き痕を明瞭に残す。外面には幅 2 mm程

度のタタキロがみえる。

14～ 19は す り鉢の破片であるが、すべて小破片のため口径、器高などは不明である。14

は片口苦る分である。卸し目は間隔をおいて施されたようである。15は 荒い卸し目を器面に

残す。16は 口縁端部がまるみをもって肥厚し、端面は内傾する。卸し目はわりあい狭い問

隔で施されていたと思われる。色調は灰白色で、焼成は甘い。17は器内面一面に卸し目を

施す。18はやや内傾 した口縁端面に節描波状文を施し、口縁端面と器内面の区切 りに一条

の太い沈線をめ ぐらす。器体はほぼ直線的にひらき、卸し目は器面全体に施されたものと

思われる。外面に不規則なナデつけが見られ、焼成不良。19は 片口部に近い部分である。

口縁基部を押えて端部を肥厚させ、端面には凹みをつ くる。卸し目は深 く、間隔をおいて
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施される。内外面ともに釉が付着する。

上師質土器 (第 10図 36・ 37)

土師質の小皿が 2点出上している。36は 23区西の柱穴内から出上したものである。口径

8 Cmを はか り、比較的厚手で、口縁部はややまるみをもった底部より届折して立ち上がり

外反する。口縁外面に横ナデを施し、底部との間に稜をつ くる。内面にも横ナデによる調

整を施す。内面全休および口縁外面には煤が付着している。37は34区西から出土したもの

で、口径10Cmを はかる。口縁部はゆるやかにまるみをもって立ち上がり、端部をかるくつ

まみあげる。口縁部内面に一部煤が付着している。かなり磨減しており、調整は不明。

轟
攀
一欝・・・・・

ト

0

第11図 珠 洲 焼 (1/4)
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土錘 (第 10図 32・ 33)

14～ 48区から4点出上 している。すべて土師質でかなり磨減 して

いる。32は 径2.9Cm、 長さ3.lcm、 子し径 l cm、 重さ20gを 計る。33は

径3.4cm、 長さ4.4Cm、 孔径14、 重さ29gを 計る。

3.銅銭 (第 12図 )

銅銭が 1点 出上 している。 6区西の柱穴内か ら出上 したものであ 0        3 Cm
る。残存状態が悪 く明確なことはいえないが、径2.4Cmを 測 り、下の i  l  i  l

第12図 銅  銭
文字は「観」 と読めるようである。北宋の大観年間 (1107～ 1110)

に鋳造された「大親通費」の可能性が高い。

4.木 製品 (第 13図 1～ 5)

木製品には柄杓、桶子、箸、漆器などがある。すべて井戸 (SEl)よ り出土 した。

1は柄杓で、柄は失なわれているが、側面に一辺 l cm程の方形の穴が切 られているため

それ と判る。桜皮がこの穴を補強するために両根J面に通され、そのまま 1枚の桜皮で曲物

本体 も綴 り合せている。底板は径 7 Cm、 厚さ0.7cmで両面 とも工具痕が明暗に残されてい

る。底板狽j面 8ケ所に竹釘が打ち込まれてお り、これにより曲物下部にとめられる。 2は

漆を一部に残す木製の円盤である。径 7 Cm、 厚さ最大で1.4Cm、 片面中央に径2.5～ 2.8Cmの

略円形の窪みがありここに漆が残る。仕上げは朱漆であるが、下に黒漆及び下地が観察さ

れる。本来全面に塗 りが施されていたかどうか判然としない。用途は今のところ不明であ

るが、先述した柄杓底板 と径が全 く同一に仕上げられており注意をひく。火熱をうけ炭化

した部分がある。 3は桶の側板である。長さ18.3Cm、 幅 4 cm、 厚さ0.7Cmを 測る。反りがな

く平たく仕上げられている。両側面は斜めに切られており、内面には底板のあたりが残る。

4は箸である。ごく一部しか残されていないが、先細 りとなっており先端に近い部分であ

ることが判る。削りの面は 8面 を数え、太い部分が長円に、先端に近い部分が円に近い形

となっている。 5は径1.3cmを測る自然木に近い遺物で、先端のみ両面から削り出されてい

る。用途不明。この他、板材、炭化木材、縄なども出土している。

5。 石製品 (13図 6・ 7、 第14図 )

出土した石製品には自、片口鉢その他があり、そのほとんどは井戸(SEl)内 あるいは

土鉱 (SK2)内 か ら出上 したものである。

第13図 6は 、井戸(SEl)内から出上 したものである。一般に茶臼と呼ばれているものの

上自で、完全な形を残 している。直径 19Cm、 高さ11.7Cmを 計る。上面には径13.4cm、 深さ

-19-



/
/

４

Ｏ

　
　

　
　

ｏ

Ｈ
ｍ
Ⅲ
州
Ⅲ

‐キー
ーーー
‐‐Ｉ
Ｍ

悩

Ｈ

第13図 木製品 。石製品 (1/3)

-20-



乞

＼
＼
＼

＼ド
＼ヽ、

卜≪
＼ミ :、 と

15Cm

第14図 石製品 (1/3)

-21-



2 Cmの くばみをつ くり、中央には孔径 2 Cmの芯棒受けをかねた円形の茶の供給口がまっす

ぐに貫通する。挽 き木は横打込み式で、側面に相対 して、一辺が2.4Cmの 角丸方形の挽き

木孔が三カ所にあり、孔の周辺には縦7.9Cm、 横8.8Cmの 二段からなる「子持ち菱」 といわ

れる装飾を施 している。ニカ所の挽き木孔のうち―力所には、挽き木の一部が残っている。

かな りよく使い込まれたものらしく、底両はよく磨耗 してお り、日のパターンは不明であ

り、かわって不規則な浅い条線がみられる。底面中央付近はわずかに凹面をなしてお り、

「ふ くみ」の痕跡をとどめている。石質はやや軟質 と思われる砂岩で、色調は青味をおび

ている。側面下部から底面にかけて、黒 く煤が付着 してお り、二次的な加熱を受けている

ことが うかがえる。一般に挽き木孔の装飾 として「子持ち菱」が用いられるのは、宇治茶

自にその例がよく見られるが、石質や作 りがあまりていねいではないことなどから地元周

辺で作 られたもの と思われる。また形態から一応茶臼としたが、用途 としては茶臼本来の

目的以外に流用された可能性 もある。

第14図 1は 、土城 (S K2)内 から出土 したものである。茶自の下臼の受け皿部分、ある

いは盤 と考えられる破片である。口縁部の約 4分の 1を 残 し、推定口径は36Cmを 計る。口

縁部が九 く内湾して立ち上が り、口縁部上面は水平につ くる。外面には細かな工具跡を鮮

明に残すが、内面はていねいに研摩されている。口縁部上面か ら外面にかけては、黒 く煤

が付着 してお り、二次的な加熱を受けている。この石製品を茶臼下自の受け皿部分 と考え

た歩合、前述 した上自とのセット関係は、石質の違いなどもあり、その可能性は少ないと

考えられる。

第14図 2は 、片口の鉢である。井戸 (SEl)内 か ら出土 したものである。口径32cm、

器高16.5Cm、 底径16Cmを計 り、完全な器形を残している。器体はやや内湾ぎみに立ち上が

り、口縁部上面および片口部上面は水平につ くる。器壁は約 3 Cmと 一定の厚みを保ち、底

部は厚さ 4 Cmを計 り、安定感がある。外面の仕上げは荒々しい工具痕をそのまま残 してい

るが、内面および口縁部上面、片口部分上面はていねいに研摩されている。内面全体に煤

が付着してお り、二次的な加熱を受けている。用途 としては、掲 き臼あるいは担ね鉢を考

える。

第13図 7は 、25区西から出土したもので、遺構には伴わない。用途不明の破片である。

下面はほぼ扁平であるが、上面は端部から中心部に向って厚みを増す。厚さは最大で3.2Cコ

を計る。色調は淡責褐色で、石質は軟質で級 密である。下面には厚 く煤が付着 し、上面に

も煤の付着がみられる。
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第V章 と

今回の調査位置は遺跡の中心に近い部分 とはいえ、調査区が幅約 4m、 長さ約■Omと 狭

長であり、遺跡の性格 を知るに充分な資料を獲得することができたとはいい難い。 しか し、

少量ではあるが出土 した遺物は遺跡の中心時代 とその存続の幅をある程度示 しているし、

わずかながら発見された遺構についても、現在実施 されている国道 8号小矢部バイパス建

設工事に先立って実施 されている発掘調査の進展によっては、その位置付けが可能である。

ここでは、今回出上 した各時代の遺物 をめ ぐる諸問題 と、今回の調査区での遺物分布の

傾向 と遺構 との係 りをとりあげ、まとめ としたい。

1.出上須恵器 と生産地

出上 した須恵器で最古のものは第10図 1。 2の杯蓋及び杯で、 6世紀後半の年代が与え
(101

られる。当該期の須恵器窯については、射水丘陵を中心に近年発掘調査が進展しているが

当市及びその周辺地減では、現在までのところ発見されていない。
(1,

当市域で発見 されている窯跡で最古の ものは、 7世紀後半代 と目され る西連沼窯及びこ

l121

れよりやや後出のものとみられる蓮沼新堤窯、山王奥堤窯である。瓦陶兼業窯でもある後

二者は杯蓋の内面かえり消失前後の遺物を焼成しており、今回出上した第10図 4・ 5は こ

の地域から供給された可能性が高い。生産地は 8世紀前半代に至 り急増し、松永・長窯跡
l131  ゃ ち    Q41  ひらさくら       l151  やっすぃ          (10
群、谷内窯跡群、平桜岡山窯跡群、安居・岩木窯跡群で生産が開始され、この時期、当地

においても須恵器生産が安定操業に入ったことを示している。このうち福野町・福光町に

またがる安居・岩木窯跡群が中核的窯跡群 として以後成長をつづけ、 9世紀代に至るまで

比較的長期にわたり生産が継続されたとみられる。利波郡内での須恵器生産地はこのよう

に、時間の経過 とともに全体 として南下する傾向がみられるが、8世紀後半代には東進す
0り

る動きもみられ庄川右岸にも生産地がもうけられる。ここでは砺波市福山窯、増山窯など

数基の窯跡が知られている。出土遺物の多くはこれら一連の窯跡群から供給されたものと

考えられる。

2.中世以降の遺物

今回出土した珠洲焼の大半は小破片で占められ、その年代を位置づける手がか りとなる
(10

ものは少ないのであるが、吉岡康暢氏による珠洲編年 に従 えば、ほぼⅣ期 (14世紀 )か ら

V期 (15世紀前半)に 属す るものであろう。甕 口縁部 を残す (1)については、 古 い要素 を

め
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もつものと思われる。

土師質小皿については、共伴する珠洲焼に

よってその年代が位置づけられているのであ
191

るが、宮田進一氏の上師質土器分類によれば、

15世紀か ら16世紀に位置づけられる。市内日

1201

の宮遺跡においても、その出上が報告されて

いる。

井戸内出上の木製品については、穴水町西

川島遺跡群の井戸内出土木製品に、有蓋の柄

をぬかれた柄杓、著状木製品などがあり、井

戸の「まなこ」 として、中世民間信仰の形態
90

を知る例がみられる。今回出上の柄杓にも、

柄がみあたらず、円盤状の漆器と柄杓の径が

一致することから蓋としての機能を想定した

歩合、興味深いものがある。

茶臼、石鉢については、近年中世の城館跡

などから出土する例がふえている。県内では
12D                  1231

上市町弓庄城跡、市内 日の宮遺跡などにその

941

出土例がみ られ、青森県尻入館跡、福井県一

951

乗谷朝倉氏遺跡か らは、今 回出上 したもの と

同様の三段か らなる「子持菱」の装飾 を持つ

1261

茶臼が出土 している。また、市内茶店におい

ては、先代が使用していたという同様の茶臼

が保存されている。茶臼は中世 より現代に至

り自の機能が機械にとって変わるまで、長 く

同形態のものが使用されてお り、その時期の

決定は困難である。なお茶臼に限らず臼類の

廃棄処分については、臼が食物に関連 したも

のであるところから神聖祝され、不要になっ

た臼は「魂ぬき」 として故意に割ってから処

十   一   +    十
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分されていたようで、今回のように完全な形での出土例は少ない。

3.遺 物の分布 と遺構の所属時期

14～ 48区 で出土した須恵器、土師器、珠洲焼について分布図を作製した。 (第 15図 )

須恵器、土師器については、調査区全域にわたつてその分布がみられ、桜町遺跡の特徴

の一端 をよく示 している。

珠洲焼については、前述のように14～ 29区に集中する傾向がみられ、14～ 48区で検出さ

れた柱穴第 2群の分布状況 (18～ 25区に集中)と ほぼ一致する。本調査区出上の珠洲焼につ

いては、珠洲編年のⅣ～V期にあたり、柱穴内から出上 した土師質小皿についても、15～

16世紀の年代が考えられる。したがって、第 2群の柱穴については、14～ 16世紀を想定で

きる。

第 1群の柱穴については、第 2群 との切 り合い関係 も認められず、柱穴内か らの出土遺

物 も時期 を決定できるまでには至 らない。第 1群 と第 2群の間には若千の時期差を想定す

ることは可能であるが、今回の調査結果か らは断定することはできない。

1～ 8区の遺構については、その出土遺物には中世からの出土例がみられ、また確実に

近世以降に所属するとみられる遺物 も出上 していないことか ら、ほぼ中世に属するものと

考えられる。本調査区東に隣接 して、現在桜町字舟岡に所在する神明社旧社地 とされる所

がある。神明社については、その創建年代は不詳であるが、平安時代末頃にさかのぼると

1271

いう伝えもあり、1～ 8区の遺構および遺物については、神明社に関連するものの可能性

も考えられる。

以上、桜町遺跡産田地区における調査の成果を述べてきたが、これらは中世室町時代か

ら安土桃山時代に所属するものと考えられる。中世に属する遺跡は市内各所にみられ、桜
90

町周辺におしヽても、中世荘園として田河保、宮嶋保の存在が知 られ、今後それ らに関係 し

た遺跡が発見される可能性 もある。
1291

桜町遺跡は、本調査および57年度調査、また国道 8号線小矢部バイパス建設に伴う調査

によって、さらにその実態が明らかにされ、古墳時代、奈良時代、中世を中心 とした当時

の人々の生活を知る上で、重要な資料を提供してくれることとなった。
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